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LOH症候群の身体症状として発汗とホットフラッシュ、睡眠障害、
疲労と行動力の減退、筋力の低下などが挙げられる。これらの身
体症状・徴候に対する漢方治療としては桂枝茯苓丸、加味逍遙
散、当帰芍薬散、補中益気湯、十全大補湯、抑肝散などが日常診療
においてよく用いられている。LOH症候群患者は、身体症状を主
症状として来院されることが多く、その主訴の１つとしてホットフ
ラッシュが多い。LOH症候群においてホットフラッシュを訴える患
者は、比較的体力のある実証の症例が多い印象であり、桂枝茯苓
丸を使用するケースが多い。
我々は、前立腺癌患者の内分泌療法患者を対象として、のぼせ・ほ
てり等のホットフラッシュ症状に対する桂枝茯苓丸（TJ-25）の有
効性及び安全性についての前向き試験を報告してきた。ホットフ
ラッシュを訴えた30症例を対象として、TJ-25を12週間投与したと
ころ、ホットフラッシュの強さは、薬剤投与4週間後から12週間後
まで有意に改善し、頻度は、8週間後で有意な改善が得られた。の
ぼせ・ほてりの持続時間もまた、薬剤投与後から経時的に短縮を
訴える患者が有意に増加した。さらにTJ-25の効果のメカニズムを
検討するため、投与前と投与12週間後の各ホルモン、サイトカイン
値を調査した。まず、ホットフラッシュとbaselineのホルモン・サイト
カイン値の関連性を調査したところ、「強さ」とestradiol値、「頻度」
とprogesterone値が有意に逆相関していた。次に各パラメータを
median値で分けてホットフラッシュの改善度を比較したところ、
TNFα値が高い集団ほど「強さ」の改善が良好であり、IL-8値が
高い集団ほど「頻度」の改善が良好であった。しかしTJ-25投与に
よってTNFα値・IL-8値を含むすべてのサイトカイン値に変動はな
く、ホットフラッシュの改善度とTNFα値・IL-8値の変化量に相関
は認めなかった。これらの所見からTJ-25のホットフラッシュの改
善には、TNFα・IL-8が関与しており、TJ-25は、これらのサイトカ
インを直接減少させるのではなく、その作用を何らかの形で抑制
することが推察された。
本セッションでは、LOH症候群の身体症状に対する漢方治療につ
いて概説し、その症状の１つであるホットフラッシュに対する桂枝
茯苓丸の効果、作用機序について我々の知見および考察をまじえ
て講演したい。

 【緒言】
加齢男性性機能低下（LOH）症候群の治療の原則は男性ホルモン
の補充である。しかしながらホルモン補充療法を希望しない場合
や既往歴や合併症でホルモン補充療法の適応とならない場合に
は、しばしば漢方療法が行われる。本口演では主に精神症状を主
訴にするLOH症候群患者に対しての漢方薬治療について考察し
たい。
【LOH症候群と漢方薬治療】
女性更年期障害の有力な治療法として漢方薬は広く使用されてい
る。漢方薬の作用は偏りを修正して中庸に戻すことであり、更年期
症状の様々な症状改善に適していると言える。更年期障害は性ホ
ルモンの低下の関与が大きく、その根本的な発症メカニズムは男
女共通と考え、当科でも漢方薬を積極的に使用している。
【当科における漢方薬の選択】
当科において精神症状を主症状に受診したLOH症候群に対して
使用している主な漢方薬とその選択基準は以下のとおりである。
補中益気湯：消化機能が衰え、四肢の倦怠感著しい虚弱体質。加
味逍遥散：体質虚弱、疲れやすく、精神神経症状。柴胡加竜骨牡蛎
湯：比較的体力のある不眠、いらだち、陰萎のある実証～中間症。
抑肝散：イライラ感や不眠などの精神神経症状。八味地黄丸：疲
労、倦怠感著しく、頻尿、陰萎のある虚証。柴胡桂枝乾姜湯：体力
が弱く、冷え性、神経過敏、不眠症の虚～中間証。
当科に男性更年期障害として受診した144名のうち94名に対して
漢方薬を投与していた。主に補中益気湯あるいは加味逍遥散を最
初に処方している。効果が不十分な場合、精神症状であれば抑肝
散や柴胡桂枝乾姜湯、身体症状であれば桂枝茯苓丸、人参養栄
湯を適宜変更あるいは追加している。
【結語】
LOH症候群に対する治療は、自覚症状の緩和を目指した対応が
必要となる。漢方薬治療は安全性も高いと考えられ、LOH症候群
治療の有効な治療法のひとつであり、実臨床で積極的な活用が勧
められる。
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